高等学校情報科学習指導案

指導教諭　　　　　　　　印
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　実習生　　　　　　　　印
実習校：
学級：第　　学年　　組
1. 単元名：「電子メールの送受信」

2. 単元目標：電子メールによる情報伝達ができるようになる。
3. 単元指導計画：1）シグネチャの作成、文字化け（1時間）・・・（本時）
　　　　　　　　  2）BCC、CC（同報）、添付メール（1時間）
計2時間

4.本時の目標：メールソフトの基本的な活用方法を身につけ、メールの送信に必要な設定をできるようになる。
5.本時の展開　　
	段階
	時間
	学習内容
	学習活動
	指導上の留意点
	資料等

	導
入

（10分）
	10分
	ブラインドタッチ
	ワードを開き、ブラインドタッチを5分間行い、ノートに、文字数、入力ミスの数を記入し、検定を受けるための能力を身につける。
	ワードで設定を必ず行う。

時間を正確に測り、最後に文字数を2倍にして記入させることを伝える。
	資料3級

	展

開

合計（30分）

	5分

3分
7分
8分
7分
	教科書を読む。

メールを開く。

アカウントの設定

シグネチャの作成

文字化けについて
	重要な箇所にマーカーを引き、本時に行う内容を理解する。

デスクトップ→電子メールをクリックしメールの開き方を理解する。
アカウントの設定を行い、メールを送信するための設定を理解する。(ツール→アカウントの設定→名前)

実際にシグネチャを見て理解する。

実際に作成し、作成の仕方を身につける。(スタート→プログラム→メモ帳で作成→Ｈドライブに保存[signature.text])

メール画面でシグネチャが表示されているか確認する。表示されていない場合は設定を行う(ツール→アカウントの設定)文字化けされたメールをみて理解する。
	内容を理解し、行う流れが理解できたか確認する。

全員が開けたことを確認する。

入力する文字の大文字、小文字、全角、半角の間違いがないようにする。

シグネチャがあることのメリットに気づかせ意味を理解する。

遅れている生徒が確認しながら進める。

保存後も簡単に変更できることを伝える。

全員が表示できているかを確認する。

携帯電話のメールなど身近なものを取り上げる。
	教科書P32



	まと

め

(10分)
	10分
	本字のまとめ
	シグネチャの作成、表示の仕方、文字化けについて再確認する。


	プリントを使い本時の内容を確認する。生徒の進行状況に合わせて答え合わせを行う。ノートにプリントを貼るように伝える。シャットダウン（ログオフ）する。
	プリント№1「Ⅰ.メールの送受信」


4. 評価：・シグネチャが作成、表示できたか。
　　　・文字化けが理解できたか。

5.参考資料：実教出版　高校情報Ａ（教科書）

